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２０１８年２月２６日作成（３月８日更新） 

 
２０１８年度事業計画・目標 

 
＊は新規取り組み 
（１）定例研究会（例会）を４回開催する 
１）第２７回研究会：５月２３日，第１０回定時総会後に開催予定．２件の講演予定． 
２）第２８回研究会：９月２５日，東京開催予定．３件の講演予定． 
３）第２９回研究会：１１月頃，名古屋or浜松で開催予定，３件の講演予定． 
４）第３０回研究会：１月または２月に東京で開催予定，３件の講演予定． 

  ＊各例会で、会員企業のＰＲ，課題提供を盛り込む． 
  ＊会員以外の有料参加の勧誘に積極的に取り込む． 
  ＊各研究会後の懇親会情報交換会で，親睦を深め，情報交換を行う． 
 
（２）特別例会の検討＊ 
  会員が増え、一般の企業様の工場見学人数の上限を超える事態になっており、定例 

の例会は、講演を中心とする未会員様も参加できる会として実施し、これ以外に年 
１～２回程度、会員限定で、申し込み先着順の工場見学を含む特別例会を検討する。 

 
（３）情報発信 
 １）レターを２回（７月（第２２号），１月（第２３号））発行する 
２）「加飾の基礎と最近の動向２０１９年版」の書籍の発行を検討する． 

 ３）新ＨＰを軌道に乗せ、複数者でタイムリーに更新できるようにし、これまでの 
特定者のみからの情報発信から、多くの会員による情報発信に発展させ、充実さ 
せる．＊ 

    
（４）会員の拡大 
  ２０１８年度は，これまでに開拓が進んでいない分野の開拓に注力し，法人，個人で，２０社

の純増を目標とする． 
   参考：２０１６年総会時：１４社、２０１７年総会時：３５社、２０１８／２／末：６６社 
  ＊会員個人の各種展示会でのブース訪問，講演，展示会、関係者との接触などで， 

加飾研のＰＲ，会員勧誘を積極的に行う．（会員各自に協力をお願いする） 
 
（５）加飾技術の調査・研究・開発に対する支援に取り組む． 

 １）例会で，会員の技術紹介，課題提供を行う場を設ける． 

 ２）個別に、技術相談，技術支援を受付け，会員を中心とする適切な人材による対応を

行う体制を整え、行動を開始する．（本件は、原則，有償対応とし，その対価などは

内規で定める）＊ 

 ３）産学連携支援業務(相手先の選定や内容などの調整)，知財支援業務(特許，商標， 

その他知財に関する助言対応)，人材育成事業について、今後に向けた事業のスタデ

ィを行う．＊ 

 

（６）２０１８年に続いて、コンバーティングテクノロジー総合展２０１９に参加 
資料，サンプル，書籍等で，加飾技術研究会のＰＲ、加飾技術・加飾の意義の啓発を 
行うとともに、来場者の加飾関係の技術相談を実施する．会員様のＰＲもできるよう 
ブースの見直し検討を行う． 
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（７）加飾技術研究会を一般社団として法人化する．＊ 
 
 
（８）外部団体との交流を充実する． 
１）「日本工業出版（プラスチックス）」，「プラスチックスエージ」，「加工技術研究会」、

「富士経済」などのメデイアとの関係を深める． 
 ２）その他、日本，海外（中国，台湾，韓国）の関係団体との交流を模索し、関係を 

深める．＊ 
 
                                    以上 
 


